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季節にあうおすすめの１曲
1月「ふり向くな君は美しい」
冬の全国高校サッカー選手権の
大会歌として、作詞阿久悠、作曲
三木たかしという昭和を代表する二人の
音楽家によって作成された。
♪戦いに敗れても、君は美しい～の歌詞
通り「敗者の讃歌」と言われ、
サッカーファンに長年親しま
れている。勝者を讃える高校
野球大会歌の『栄冠は君に
輝く』と対になっているのも
興味深い。

2月「かあさんの歌」
作詞・作曲者の窪田聡が昭和29年20歳
の頃に発表。戦時中疎開先の長野市信州
新町での情景を歌った曲である。発売当
時流行していた歌声喫茶で頻繁に歌われ、
後にNHK「みんなのうた」でも放送さ
れたことにより、幅広く知られるように
なった。故郷の母を思う心温まる歌で、
都会で働く若者に特に受け入れられた。

音楽と映像を皆様にお届けする
サウンドオフィス・コアのニュースレターです。

♪編集後記♪
2023年が始まりました。サウンドオフィス・コアは今年も
イベントが目白押しです！まずは2/12（日）バレンタイン
コンサートに始まり、3月には恒例のオンライン講座、プレ
イヤーオーディション・検定。季節ごとに行われる宴(エン)
ジョイサウンドコンサート、毎週木曜日のLINE公式アカウ
ントの配信など。そして8月のサマーコンサートを行います。
今年も音楽で皆様に寄り添っていきます！ ♪コア美

2023年
1月発行

心に響く一曲 「サボテンの花／チューリップ」
1975年2月に財津和夫が作詞・作曲をしたチューリップの８枚目のシングル曲。

財津が福岡の実家に帰った時、母親が育てていたサボテンに花が咲くことに感動し、
タイトルが先に決定した。失恋体験の実話も盛り込まれているが、最後を「ラララ
…」という歌詞にしたのは、「恋人が去っても、春が来たら自分も再生し再び歩き
出す」という希望を残し、広い空がイメージされている。

1993年4月には「サボテンの花～ひとつ屋根の下より」として財津自身がシングル
曲として発売、ドラマ『ひとつ屋根の下』の主題歌としても使われて、歴代最高
視聴率記録を持つヒット作のテーマ曲となった。

♪絶えまなくふりそそぐ この雪のように 君を愛せばよかった
窓にふりそそぐ この雪のように 二人の愛は流れた

（日本音楽著作権協会（出）許諾第 2209324-201）

思い出スクリーンⓇ
誰にでも人生の物語があります。大切な方への

色褪せない想いを映像と音楽で残しませんか？
思い出スクリーンⓇは、思い出の写真を映像作品として美しくまとめ

上げご葬儀や還暦のお祝い、両親への感謝の気持ちなど、映像に残し
たりスクリーンとプロジェクターで上映したりデジタルフォトフレーム
で飾ったりと、お好きな音楽にのせていつでも思い出を蘇らせることが
できます。
ご長寿でのお祝いのお品としても喜ばれます。一緒に旅行した事や、

家族で過ごした日々、さまざまな懐かしい思い出を親しい人と共有する
ことができます。
また、ご法要には思い出スクリーンと合わせて生演奏もいかがで

しょうか。あの方の好きだった曲、よく口ずさんでいた歌。
キーボードやフルート、バイオリンなど、心のこもった生演奏の
メロディーにのせてあたたかいご法要となります。
サウンドオフィス・コアでは、映像と音楽のプロがお打ち合わせから

お客様の想いに寄り添い、大切な方の思い出を作品に致します。
お気軽にご相談ください。

皆さんにとって、ウサギが跳ねるような
大きな飛躍の一年でありますように！
今年最初の「コア通信」をお届けいたします。

新年のご挨拶
新年あけましておめでとうございます。
昨年は平和や環境について考えさせられる年で、戦争、自然災害、
感染症と挙げたらきりがないくらい不安な要素がありました。
しかし、年末にはサッカーワールドカップに歓喜し、国民が一丸と
なって応援するという姿がとても嬉しく思えました。
コロナの規制解除後、コンサートツアー等が再開されて昭和の
時代に大活躍し、今なお活動をしているアーティストも大健闘
でした。加山雄三(85歳)さんの最終ライブ、松任谷由実さんは
50周年、桑田佳祐さんは35年ソロ活動記念アルバムを発売をし
小田和正さんや山下達郎さん高橋真梨子さんと長く歌い続けている
方々のコンサートツアーは熟年魂がさすがでした。
弊社で9月に行った第26期方針発表会では「音楽文化のフロント

ランナー」とスローガンを掲げ、新しいものを取り入れながら、時
を重ねた大事なものと融合する事を目指す2023年にしていきます。
音楽や映像は感性を揺さぶる、人にとって必要なものだと
信じ今年もお届けさせて頂きます。

サウンドオフィス・コア 代表取締役 菊永良枝

サウンドオフィス・コア オリジナル商品

QRコードから
演奏が聴けます
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